
開始年度 平成２１年度に新設

研修時間 ５日間

研修概要 ○実務をとおして個々の業務の果たす役割とその正確な処理方法を具体的かつ
系統的に学ぶ。

○学校における事務職員の役割について、先輩事務職員の実際の行動から学ぶ。

研修内容 ①～⑦の研修領域から４領域以上を選択し、領域ごとに具体的事例をもとに系
統的に研修する。

【研修領域】 ①訪問研修、②庶務、③学務、④人事・服務、⑤給与・旅費・福利厚生 、

⑥管財・経理・監査 、⑦学校経営への参画

研修担当者 新規採用者の所属する共同実施組織の中から選出し、校長及び共同実施のリー
ダー等の指導・助言を受けて、職場内研修を企画・運営する。

・職場内研修 （正規採用者のみ）

注意：職場内研修は、個々の具体的な業務について、基礎から実務や役割まで系統的に行う研修
としていることから、年度当初の初期指導や日常的に行われている簡易な指導は、含めない。

年２回研修担当者研修を実施（年度当初、10月上旬）

職場内研修担当者が作成する書類 ・・・ 職場内研修計画書

「さらに伸ばしたい力と克服させたい課題」シート

新規採用者が作成する書類 ・・・ 職場内研修報告書

※ 新規採用者の学校及び共同実施（職場内研修）の訪問を実施し現状と課題を把握

Ⅳ 新規採用者研修＜職場内研修の概要＞

新規採用者より
訪問研修で、事務職員としてどのように一日を過ごし

ているのかを教わった。毎日の仕事のヒントやノウハウな
どを教えてもらい、自分も自校に持ち帰りたいと思った。
また管理職、教員のとの接し方も間近で見させてもらい、
自分はまだ頼りない部分が多いが、自信を持って接して
いけるようになりたいと思った。

新規採用者より
1日かけての訪問研修は、同じ規模の学校の1日の

流れを見ることができ、教員や児童との接し方について
も大変参考になった。日常の日々の業務や他の職員と
の関わりについて、実際に目の前で見ることができ、
ずっと抱いていた不安が和らいだ。

研修担当者より
訪問研修では、比較的年齢が近い指

導者のもと、効率よく業務をすすめる姿
や、整えられた執務環境など視覚から入
る情報により得るものが多い研修となっ
た。「数年後の自分」がイメージできたの
ではと考える。また予算委員会に同席す
ることで職員とのコミュニケーションなど
その場でしか伝わらない雰囲気を感じと
ることができたようだ。

研修担当者より
それぞれの事務職員らしさや工夫で

研修が行われているので、どの研修も
良い。また、グループに任されることで、
新規採用者の状況に応じて、その地域・
グループにあった研修ができることが良
いところである。

研修担当者より
訪問研修では、管理職にも協力していただき、

校長先生、教頭先生、それぞれの立場で話をして
もらえ、今後、職員との連携を深めて仕事をして
いく参考になったのではないか。

Ⅳ 新規採用者研修＜職場内研修アンケートから＞

新規採用者より
職場内研修以外にも日常的にOJTが行わ

れているため、職場内研修では少し実務か
ら離れ、業務の根幹となる部分の講義が中
心となった。センターでの研修とも補完しあっ
て、大変よい研修を受けることができた。

新規採用者より
他校の予算委員会に同席させ

てもらい、予算執行についての
先生への現状の説明や、提案に
ついて同席することで学ぶことが
できた。実際に自分の学校の備
品などを直接見て、対応の仕方
など教えてもらえた。

研修担当者より
講師となり、新採者の前向きな姿

勢に刺激を受け、講師を務める側も
改めて自分たちの仕事の仕方を見つ
め直す機会となり、大変よかった。



１２月 第１２回（最終回）で 自己の振り返り

１月末 「学校事務職員としてめざす姿～自分との約束～」を作成

Ⅳ 新規採用者研修（２年目に向けて①）

① 学校事務遂行や事務職員としての自分について、「良いと感じていること。（強み）」、
「課題だと感じていること。（弱み）」を把握する。

② ①の中から、改善したいこと、若しくは、さらに伸ばしたい（良い状態にしたい）ことを
１つだけ選ぶ。（「強み」「弱み」のどちらでもよい。）

③ ②の要因を考える。

④ それをどのような状態にしたいか考える。（何をどうしたいのか明確な目標にする。）

⑤ それによって得られる効果を考える。（改善の効果）

⑥ ⑤を達成するための方策をできるだけ具体的にする。（何をどのように進めていくか、
スケジュールも含めて考える。）

次年度（２年目）１０月新規採用者研修 先輩事務職員の実践として発表

職場内研修
担当者の関
わりも継続さ
せる

＊研修推進課も、改善計画の進捗管理や計画の見直し等をうながすなど、
２年目の 発表まで関わりを持ちながら進める。

新規採用者研修終了から２年目に向けて、課題意識を継続し、実践意欲を向上させる

Ⅳ 新規採用者研修＜２年目に向けて②＞

２年目に発表された内容

＜計画的な仕事の方法を含む発表＞
・仕事の流れと全体像を把握する
・計画性を持つ

＜提案・情報発信・状況把握を含む発表＞
・職員会議等での提案、連絡、説明、報告
・企画・提案する力
・情報伝達
・学校を見渡す
・事務と他の校務との関わりについて

＜給与事務を含む発表＞
・私のこれまでのとりくみ

＜文書管理を含む発表＞
・分かりやすい文書管理

＜消耗品管理を含む発表＞
・先を見通した消耗品管理
・消耗品の管理について

＜財務、予算管理を含む発表＞
・計画的な予算執行に向けて
・学校予算の効果的な執行について
・より効果的な予算執行をめざして
・予算計画の立案とその運用（旅費予算）

＜パソコンの操作を含む発表＞
・Excelの基礎習得をめざして

（H24年度に発表されたもの）



Ⅴ その他の研修＜経験４～６年研修＞

平成２５年度第小中学校事務職員研修４～６年研修実施要項（抜粋）

１ 目 的 学校事務職員としての職務遂行能力を高め、自己の課題解決能力を身につける。

２ 主 催 三重県教育委員会

３ 対象者 平成２５年４月１日現在、三重県の公立小中学校で事務職員としての在職期間が、
４～６年を経過した者

４ 研修の概要

（1）経験４～６年経過の３年間に指定する５回の講座を受講する。
・小中学校事務職員研修Ⅰと合同実施（３回）・・・（３年間受講）
・ワークショップ研修（１回）・・・（平成２５年度実施）
・ネットDE研修（２講座で１回）・・・（経験５年経過年度に受講）

（2）平成２５年度に実施する講座
第１回 実施日 平成２５年７月８日（月）

研修内容 法規の基礎理解と活用
第２回 実施日 平成２５年１０月２４日（木）

研修内容 自己の課題解決（ワークショップ）
第３回 ネットＤＥ研修〈勤務時間内に視聴する〉

指定する講座から２講座を選択し受講する。

＊各回の実施要領は、それぞれねらいを明確にし、別途通知する。

Ⅴ その他の研修＜経験９～１１年研修＞

平成２５年度小中学校事務職員経験９～１１年研修実施要項（抜粋）

１ 目 的 中堅学校事務職員としての専門的知識を習得するとともに、学校経営に参画する
ために必要な課題解決能力を身につける。

２ 主 催 三重県教育委員会

３ 対象者 平成２５年４月１日現在、三重県の公立小中学校で事務職員としての在職期間が、
９～１１年を経過した者

４ 研修の概要

（1）経験９～１１年経過の３年間に指定する５回の講座を受講する。
・小中学校事務職員研修Ⅱと合同実施（３回）・・・（３年間受講）
・ワークショップ研修（１回）・・・（平成２５年度実施）
・ネットDE研修（２講座で１回）・・・（経験１０年経過年度に受講）

（2）平成２５年度に実施する講座
第１回 実施日 平成２５年９月２６日（木）

研修内容 職務遂行上の課題解決（ワークショップ）
第２回 実施日 平成２５年１２月６日（金）

研修内容 ユニバーサルデザイン
教育課程と学校事務職員

第３回 ネットＤＥ研修〈勤務時間内に視聴する〉
指定する講座から２講座を選択し受講する。

＊各回の実施要領は、それぞれねらいを明確にし、別途通知する。



平成２５年度小中学校事務職員主査前期研修実施要領（抜粋）

１ ねらい 学校及び共同実施組織におけるミドルリーダーとして、仕事の進め方を見直すとともに多
忙な現状を改善し、仕事を効率的・効果的に進めるためのタイムマネジメントについて学ぶ。

２ 実施日 平成２５年７月２日（火）

３ 主 催 三重県教育委員会

４ 会 場 三重県総合教育センター 多目的ホール

５ 対象者 平成２５年４月１日現在、主査としての在職期間が０～５年を経過した（１年目～６年目）
小中学校事務職員
なお、事務の共同実施リーダー研修対象者及び再任用者は対象としない。

６ 内 容 講義・演習「学校にタイムマネジメントを―学校事務職員の役割は何か― 」

Ⅴ その他の研修＜主査前期研修＞

平成２５年度小中学校事務職員主査後期研修実施要領（抜粋）

１ ねらい 将来のグループリーダーを視野に入れるとともに、組織のサブリーダーやミドルリーダーと
して、三重県における教育の現状と課題及び公教育が果たす役割を学ぶ。さらに、各校への
共同実施の関わり方を考えるとともに、自覚と責任を持って組織経営に参画する力を養う。

２ 実施日 平成２５年６月１７日（月）

３ 主 催 三重県教育委員会

４ 会 場 三重県総合教育センター 情報講義室

５ 対象者 平成２５年４月１日現在、主査としての在職期間が６～８年を経過した（７年目～９年目）
小中学校事務職員
なお、事務の共同実施リーダー研修対象者及び再任用者は対象としない。

６ 内 容 ①講義 「三重県の教育の現状と課題」
②講義・演習 「公教育の役割と共同実施」

Ⅴ その他の研修概要＜主査前期研修＞



平成２５年度 事務の共同実施リーダー研修実施要項（抜粋）

１ 目 的 共同実施組織のグループリーダーとしての組織運営力を高め、グループ内の学校
経営に参画し、連絡調整及び指導・助言ができる能力を身につける。

２ 主 催 三重県教育委員会

３ 対象者 平成２５年４月１日現在、事務の共同実施組織のリーダーとしての経験が１年目
及び２年目の小中学校事務職員
※対象者の条件をリーダー経験が1年目及び2年目の者のみとする。
（平成２０年度から実施しているリーダー研修を２年間受講した者は除外する。)
※事務の共同実施組織のリーダーとは、各共同実施組織の運営責任者として市町
教育委員会から委嘱されている職（職の名称：グループリーダー、センター長、
事務長等）

※地域の共同実施組織又はリーダーを総括する職である「総括リーダー等」は対
象外

４ 研修の概要
第１回 ６月２４日（月） ・リーダーの役割

・課題解決のできる組織運営の在り方
・先輩リーダーに学ぶ

－人材育成のできる組織運営のあり方－
第２回 ９月１２日（木） ・コーチング研修

Ⅴ その他の研修＜共同実施リーダー研修＞

＊各回の実施要領は、それぞれねらいを明確にし、別途通知する。

第２回
仕事に対する概念、考え方を学ん

だ、仕事に迷う時は必ず来ると思う、
そういう時自分の考え方や仕事のや
りがいが、支えになると思うので、
今日の講義を覚えておきたい。

第８回（教員と合同研修）
「教師って素晴らしいな」と感じ

た、教師はただ勉強を教えるだけで
なく、子ども達一人ひとりを輝かせ
るきっかけを作ることができ、その
子が将来輝く場所を見つけることが
できるよう導く、育てていくという
ことにとても魅力を感じた。

第11回
仕事を進める上で、分析、準備、コ

ミュニケーションが大切、分析するこ
とにより、現状が把握でき、課題も見
つけることができる、その課題を改善
するための準備をし、それを実践して
いくために職員とのコミュニケーショ
ンが必要であると感じた。

Ⅴ 受講者の声＜H24・H25新規採用者研修から＞

第９回
頭で考える理想像を文字にする難し

さを知った。アバウトな考え方では、明
確な道程を描くことができない。それに
は、現状把握が大切だと気付いた。こ
のなかで、自分の役割は何なのかを常
に考えていきたい。

第９回
ワークショップで何のために働く

のかが明確になり、一つひとつの仕
事のつながりを意識することができ
た。その仕事が最終的に子どものた
めになっていることを意識し、仕事
をしていきたい。

第７回
自発的な学びを大切にし、

仕事をしていきたい。

第11回（先輩事務職員の講義を受けて）
講師にやる気が満ち溢れたオーラがあ

り、仕事に対する意欲、向上心を持ち続
けていると人だと感じた。
どれだけ年数を重ねても、事務職員に

はどこまででも成長できるところや工夫
できるところが多くあり、とてもやりが
いのある職業だと改めて思った。

第２回
全ての仕事が、子どもにつながっ

ていることが分かった。子どもの学
びを支えることを意識していきたい。
仕事や行動に誇りを持てるよう前

を向いてしっかり成長していきます。



＜主査研修＞
増加している仕事を共同実施で考え

ていくことで、組織として機能してい
けると感じた、教育活動の充実に向け、
長期的に取り組んでいきたい。

＜主査前期研修＞
処理業務が自らの仕事ではなく、

本当は「わずらわしいと思う仕事」
が学校運営において自分に求め
られている仕事なのだと発想を変
え、そのために処理業務を効率的
にできるようにしたいと思う研修
だった。

＜リーダー研修＞
自分の立ち位置や方向性がみえた。
リーダーは経験や行動の積み重ねが

必要、ポジティブであること、不可能なこ
とはないということ、強みを引き出すこと
の大切さを学んだ。

＜リーダー研修＞
組織内のメンバーが達成感を感じる仕事

の割振り、方策を学んだ。
組織のメンバーの良いところを伸ばせる

リーダーでありたい。
組織内のメンバーのやる気を高め、人材

を育成し、組織活動を高めたい。

Ⅴ 受講者の声＜H24・H25経験研修・主査研修・リーダー研修から＞

＜経験４～６年研修＞
法規を活用するとはどういうことかが、良

く分かった。学校の自主性、自立性を高め
ていくために、共同実施がどのような役割
を果たすのか、もう少し考えてみたい。

＜経験４～６年研修＞
法規を読んだ後は、事例にあった学校の課題対応の仕方について、明

確に考えることができた。事務職員も、社会の形成者として子どもを育て
るという学校の目的を意識して、仕事をしていきたい。

＜経験９～１１年研修＞
１校の課題は共同実施の課題、１人の力

を全体の力にということを再認識した。こ
れから、中心的な立場になっていくときの
基礎になると思う。

＜経験９～１１年研修＞
初任や5年前の自分を振り返り、

成長を感じることができた。自信
を持って、今以上に頑張っていき
たい。

＜主査後期研修＞

今まで以上に、マネジメントと組織運営を
結びつけることができただけでなく、具体
的に企画するところまで演習できたので、
ぼやけていたものをはっきりさせることが
できた。

＜リーダー研修＞
リーダーの立ち位置、役割、考え方に

ついて、見つめ直し、学ぶことができた。
リーダーの役割を整理することができた、
共同実施の組織づくりに役立てたい。

Ⅵ まとめ＜制度研修の実施により＞

実践意欲の向上

事務職員による
事務職員の人材育成

学び続ける事務職員へ

互いに学び合う意識



  

教職員研修事業体系 
 

基本研修【悉皆】･･･初任者、経験者等を対象とした研修 

教諭研修（初任者、5年、10 年 授業実践研修４日を含む） 

養護教諭研修（新規採用、5年、10 年） 

栄養教諭研修（新規採用、5年） 

特別支援学級等新担当教員研修 

幼稚園等教員研修（新規採用、10 年） 

常勤講師等研修（常勤講師、養護助教諭、学校栄養補助員等） 

管理職研修【悉皆】･･･新任管理職を対象とした研修 

新任教頭研修 

新任校長研修 

           学校事務職員研修【悉皆】･･･学校事務職員（新規採用、経験者、主査、共同実施リーダー等）を対象とした研修 

学校経営品質向上活動（学校マネジメント）研修･･･学校経営品質向上活動に関する研修 

               トップマネジメント研修 

               ステージ別研修 

               学校関係者評価研修 

               学校経営品質向上活動ファシリテーター養成講座 

               実践事例交流会 

               教育講演会（三重の教育談義） 

 教科等研修･･･教科等における指導内容や方法に関する研修 

教科等に関する研修（各教科、スキルアップ、道徳、小学校外国語活動） 

授業改善研修（県立学校教科教育研究会との連携講座） 

テーマ研修･･･教育テーマに関する研修 

人権教育研修 

               特別支援教育研修 

多文化共生教育研修 

外国人児童生徒教育研修 

キャリア教育研修 

環境教育研修 

健康教育研修 

乳幼児教育研修 

 教育相談研修･･･教育相談に関する研修 

教育相談講演会 

教育相談ベーシック研修 

教育相談アドバンス研修 

教育相談専門研修（基礎講座、中級講座、上級講座） 

教育相談エキスパート研修（ケースカンファレンス、サプリメント講座） 

教育相談地域支援研修 

            情報教育研修･･･情報教育に関する研修 

情報教育研修 

情報担当者講習会（教員ＩＣＴ活用指導力向上講習会） 

                       職務・職能研修･･･職種別研修及びコーチング研修 

       ブロック別研修･･･市町教育研究所等との連携講座 

       ネットＤＥ研修･･･インターネットを活用したｅラーニングによる研修 

派遣研修       内地留学、新教育大学等大学院教員派遣、社会体験研修、県外研修、海外派遣、教職員等中央研修等 

校内研修等支援 

  みえの教職員授業力向上研修事業･･･授業研究を中心とした校内研修体制確立に向けた研修及び学校支援 

    授業研究担当者育成研修  ･･･授業研究を中心とした校内研修を企画運営できる人材の育成を目指した研修 

    校内研修推進地域別研修  ･･･校内研修推進に向けて県内各地域で実施する研修主任等を対象にした研修 

    校内研修支援出前研修   ･･･学校からの要請に応じて、校内研修推進に係る出前研修を実施 

    自主的研究会活動に対する支援（県立学校教科研修活動等支援） 

 子どもの心サポート事業（学校等支援）･･･連携校を中心に、校内事例検討会等に臨床心理相談専門員を派遣 

 指導力向上支援 

  教職員の能力向上フォローアップ事業 

        指導改善研修      ･･･指導力等に課題のある教員に対する支援研修 

    教員フォローアップ研修 ･･･指導等に不安を抱える教員に対する支援研修 

職務遂行能力向上支援研修･･･職務遂行能力等に課題のある職員に対する支援研修 

 教育情報提供 

研修企画研究事業     ･･･教育課題に関する調査研究、教育情報提供 

三重県教育実践情報ＤＢ ･･･教職員、学校や関係機関が保管する教育情報データを集約して、教育情報を提供 
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資料２

職務・職能
研修

目標

学校事務職員としての自
覚をもち、役割を理解し、
職務遂行の基礎的な能力
を身につける。

学校事務職員として
の職務遂行能力を
高め、自己の課題を
明らかにし、解決す
る能力を高める。

中堅事務職員として
の専門的知識を習
得するとともに、学
校経営に参画する
ために必要な課題
解決能力を高める。

事務職員としての力
を完成させるととも
に、ミドルリーダーの
役割について理解
し、その力を高め
る。

将来グループリー
ダーとして力が発揮
できるように、サブ
リーダーやミドル
リーダーとして、組
織を運営する力を高
める。

共同実施組織のグ
ループリーダーとし
ての能力向上のた
めに、組織運営力を
高め、グループ内の
学校経営に参画し、
連絡・調整及び指
導・助言ができる能
力を身につける。

共同実施グループ
リーダーが中心とな
り、自らの研修を企
画、運営することで、
各地域の具体的な課
題を題材に各事務職
員の課題解決能力を
身につけるとともに、
職務遂行能力を高め
る。

1

・社会人としての
　　　　　　　　自覚
  【県職員研修センター
　 新採研と合同】

・法令研修
【職務・職能研修と
　　　　　　　　合同】

・職務遂行の課題解
決（ワークショップ・３
年に一度実施）

・タイムマネジメント
(仕事を効率的・効
果的にすすめるため
の時間管理のスキ
ルアップ）

・三重県の教育に
　おける現状と課題
・公教育の役割と
             共同実施

・リーダーの役割
・組織経営と人材育
成（ワークショップ）
・先輩リーダーに学
ぶ

・各ブロックの企画に
よる研修
・県内共通課題によ
る研修
＜県内10ブロック＞

2

・教職員の修養①（*）
・教職員の服務(*）
・オリエンテーション
・学校事務職員の職務①
 　 【臨任受講】
・学校事務の基礎
　（年間事務の流れ）
　　【臨任受講】

・自己の課題解決
（ワークショップ・３年
に一度実施）

・ユニバーサル
　　デザイン
・教育課程と
　　学校事務職員
【職務・職能研修と
　　　　　　　　合同】

・コーチング研修

3

・勤務時間と休暇等に
　　　関する制度の基礎
・給与制度の基礎

・ネットＤＥ研修から
２講座
（経験５年経過年度
に受講）

・ネットＤＥ研修から
２講座
（経験１０年経過年
度に受講）

4

・教職員の修養②(*)
・防災教育(*）
・教職員の
　 メンタルヘルス（＊）
・教育に対する
　　　　　心構え（＊）
・学校事務職員の職務②

5

・福利厚生制度
　（共済、互助会）の基礎
・所得税・住民税の基礎
・社会保険制度の基礎
　　【全て臨任受講】

6

・情報公開制度と
　　個人情報保護制度
・旅費制度の基礎
　　【全て臨任受講】

7

・児童生徒理解(*)
・法規の基礎

8

・学校・学級経営(*)
・特別支援教育(*)
・人権教育(*)
・危機管理(*)

9

・学校事務の共同実施
・事務執行方法の
　　　　　理想を描く①

10

・情報機器活用の基礎
・事務執行方法の
　　　　　理想を描く②

11

・実践事例研修
・学校事務の
　　　効果的執行
・事務執行方法の
　　　　　理想を描く③

12

・事務執行方法の
　　　　　理想を描く④
・実践交流
・学校経営と学校事務
・学校事務職員として
　　　　　　　　めざす姿

(*)は他職種と合同

小中学校事務職員
ブロック研修

平 成 ２５ 年 度 　学 校 事 務 職 員 研 修 

新規採用
(一部臨時的任用）

経験４～６年 経験９～１１年
主査前期
（主査在職

　0～5年経過）

主査後期
（主査在職

　6～8年経過）

共同実施
リーダー研修

（初任２年）



 

〈〈９～11年研修〉〉＜事務職員研修Ⅱ＞ 
・教育課程と事務職員 
・ユニバーサルデザイン 
・職務遂行の課題解決（＊） 

・教育環境づくりと事務職員の関わりを明らかにする。 

ブロック運営担当者会（研修会） 
（運営担当者会には市町教委も参加） 

見直し検討会 
(リーダー、新採職場研担当含む) 

＜ブロック研修＞（原則全事務職員参加） 
・共通テーマ（学校教育の推進） 
・ブロックの課題 

・各校のとりくみ（課題）の把握と推進（改善）へのアプ

ローチ 

〈〈新採研修〉〉 
・職場外 12 回 ・職場内 5回 

 

・事務職員の役割 
・共同実施について 
 

研
修
目
標 

〈〈４～６年研修〉〉＜事務職員研修Ⅰ＞ 
・教育法規の基礎と活用 
・自己の課題解決（＊） 

・法規を解釈し、活用する力を養う。 
・教育関連の法規の基礎を理解する。 
・協調学習による法規の活用演習 

〈〈主査後期研修〉〉 
・三重県の教育の現状と課題 
・公教育の役割と共同実施 

・共同実施の方向性とミドルリーダーの役割 
・三重県の教育の現状と課題、重要施策を理解する。 
・公教育の果たす役割を学び、共同実施が何をすべきか、

ミドルリーダーとして組織の働きを考える。 

〈〈リーダー研修〉〉（新任・受講 2年） 
・リーダーの役割 
・ワークショップ 
・先輩リーダーに学ぶ 
・コーチング研修 

・人材育成を中心にした組織運営の在り方を考える。 
・リーダーの役割の確認 

・組織運営に関するワークショップ 
・組織のやる気を高めるコミュニケーションスキルを学ぶ。 

H25 年度 学校事務職員の資質向上及び学校事務（共同実施）推進のための研修 
（研修制度で学校事務職員による学校事務職員の資質向上を図る） 

・教育課程への理解を深め、在籍校や共同実施で事務職員

としてできることを考える。 
・安全安心な環境づくりを学ぶ。 

・専門基礎知識 

・2年目事務職員による自己の改善事例の発表 

・先輩による講座（５回） 

・理想の事務執行プラン作成（４回連続ワークショップ） 

・実践交流 

・職場内研修（５日間） 

〈〈主査前期研修〉〉 
・タイムマネジメント 

・組織の活性化に向け、仕事の進め方を改善する。 
・多忙な現状を改善し、効率的・効果的に仕事を進めるた

めの目標や時間管理の方策を学ぶ。 

研
修
概
要 

各ブロックで子どもの学びに結びつく共同実施をめざし、各校の

とりくみ（課題）を把握し、それを推進（改善）するための内容で

実施する。 

（＊・・・３年に一度実施するワークショップ、経験者研修対象者のみで実施する。） 

資料３ 


